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づ
る
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年
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日
号
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.
9
0
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第
3
3
代
ク
イ
ー
ン
ま
い
づ
る

左
か
ら
福
山
晶
子
さ
ん
、
井
上
容
子
さ
ん
、
竹
内
愛
さ
ん

伝えます

　　ステキな舞鶴

！
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６
月
28
日
、
市
防
災
会
議
（
会
長
・
多
々
見

良
三
市
長
、
25
人
）
を
開
催
。「
市
地
域
防

災
計
画
（
原
子
力
発
電
所
防
災
計
画
編
）
暫

定
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
委

員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、
平
成
24
年
３
月
に
国
が
示
し

た
防
災
指
針
の
見
直
し
の
考
え
方
（
中
間
報

告
）
お
よ
び
府
の
「
原
子
力
発
電
所
防
災
対

策
暫
定
計
画
（
高
浜
及
び
大
飯
発
電
所
編
）

（
23
年
５
月
策
定
、
24
年
３
月
修
正
）」
を
踏

ま
え
、
現
行
の
「
市
地
域
防
災
計
画
原
子
力

発
電
所
防
災
計
画
編
（
昭
和
56
年
９
月
策
定
、

平
成
21
年
３
月
修
正
）」
の
全
面
改
訂
ま
で
の

『
暫
定
計
画
』
と
し
て
、
現
行
の
計
画
を
生
か

し
た
上
で
、
別
途
、
策
定
し
た
も
の
で
す
。

《
今
後
の
予
定
》

　

今
後
、
国
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
原

子
力
規
制
委
員
会
の
発
足
、
原
子
力
災
害
対

策
特
別
措
置
法
の
改
正
、
防
災
指
針
の
見
直

し
を
受
け
て
、
現
行
の
計
画
の
全
面
改
訂
を

行
う
予
定
で
す
。

▪
防
災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地
域

の
範
囲
な
ど
（
表
①
参
照
）

❖
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
）
…
原
子
力
発
電
所
か
ら
概
ね
５
㌔
㍍

の
範
囲

❖
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
）
…
原
子
力
発
電
所
か
ら
概
ね
30
㌔
㍍

の
範
囲

❖
対
象
と
す
る
原
子
力
発
電
所
…
関
西
電
力

㈱
高
浜
発
電
所
お
よ
び
大
飯
発
電
所

▪
避
難
等
体
制
の
整
備

❖
避
難
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

（
図
①
参
照
）

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
（
自
治
会
な
ど
）
で

小
学
校
区
ご
と
に
指
定
し
た
避
難
時
集
結
場

所
（
30
か
所
＝
４
㌻
表
②
参
照
）
へ
段
階
的

に
集
結
し
、
集
団
で
避
難

②
バ
ス
等
の
車
両
に
よ
る
避
難
。
要
配
慮
者

の
避
難
な
ど
特
別
に
必
要
な
場
合
に
限
り
、

自
家
用
車
で
の
避
難
も
考
慮
。
事
故
の
状
況

に
応
じ
て
、
船
舶
、
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
段
階
的
に
避
難
を

地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
発
電
所
防
災
計
画
編
）

『
暫
定
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た

市
防
災
会
議
で
承
認

暫
定
計
画
の
概
要

の
活
用
も
考
慮

③
避
難
時
集
結
場
所
お
よ
び
避
難

先
に
お
け
る
避
難
者
の
把
握
体
制

を
整
備

④
必
要
に
応
じ
避
難
時
集
結
場
所

へ
の
移
動
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の

配
車
を
検
討

⑤
避
難
先
は
府
と
亀
岡
市
以
南
の

高浜発電所の PAZ・UPZ と大飯発電所の UPZ

▪
行
政
機
能
の
維
持

❖
市
域
外
へ
避
難
し
た
場
合
の
行
政
体
制
…

市
災
害
対
策
本
部
→
①
行
政
対
策
チ
ー
ム

②
復
興
対
策
チ
ー
ム
③
避
難
者
支
援
チ
ー
ム

❖
住
民
基
本
台
帳
な
ど
各
種
デ
ー
タ
の
整
備

保
存
お
よ
び
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備

▪
そ
の
他

　
そ
の
ほ
か
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
暫
定

計
画
で
定
め
て
い
ま
す
。

❖
防
災
関
係
機
関
の
処
理
す
べ
き
事
務
ま
た

は
業
務
の
大
綱
❖
活
動
体
制
の
整
備
❖
環
境

放
射
線
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備
❖
被

ば
く
医
療
体
制
の
整
備
❖
広
域
的
連
携
体
制

の
整
備
❖
風
評
被
害
の
影
響
の
軽
減
❖
水
資

源
対
策
❖
家
庭
動
物
等
の
対
策

▪
情
報
の
収
集
・
連
絡
体
制
、
住
民
な
ど
へ

の
情
報
伝
達
（
図
②
参
照
）

❖
情
報
の
収
集
・
連
絡
体
制
…
情
報
の
収
集

お
よ
び
連
絡
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
国
、
府
、

関
西
電
力
㈱
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
と
の
情

報
連
絡
体
制
を
整
備

市
町
で
調
整
し
て
い
る
が
、
府
域
以
外
へ
の

避
難
も
含
め
、
府
を
通
じ
て
関
西
広
域
連
合

と
調
整

❖
住
民
な
ど
へ
の
情
報
伝
達
…
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）、
携
帯
電
話
（
メ
ー
ル
）、
防
災
行
政
無

線
、
広
報
車
な
ど
あ
ら
ゆ
る
伝
達
手
段
を
活

用
し
、
的
確
か
つ
迅
速
に
住
民
な
ど
へ
指
示

伝
達
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表① 防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲

PAZ（原子力発電所から概ね５㌔㍍の範囲）
発電所 対象地域 人口
高浜

発電所 松尾、杉山 83 人

UPZ（原子力発電所から概ね 30㌔㍍の範囲）
発電所 対象地域 人口
高浜

発電所 舞鶴市域全域 88,869 人

大飯
発電所

東地区全域、西地区
［旧町（西吉原第一、
西吉原第二、西吉原
第三、東吉原第一、
東吉原第二、東吉原
第三、東吉原第四）、
四所（白杉）、中筋（万
願寺、伊佐津川荘苑、
菖蒲台）、池内、余内］

62,987 人

図① 避難のイメージ

【これまでの考え方】
防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲

（ＥＰＺ：Emergency Planning Zone）

▪区域の内容　限られた時間を有効に活用し、周辺住民などの被ばくを低減するための
防護措置を短期間に効率良く行うために、あらかじめ異常事態の発生を仮定し、施設の
特性などを踏まえて、その影響のおよぶ可能性のある範囲を技術的見地から十分な余裕
を持たせつつ定めた区域
▪区域の範囲の目安　原子力施設から概ね 10㌔㍍の範囲

【新たな考え方】
予防的防護措置を準備する区域

（ＰＡＺ :Precautionary Action Zone）
▪区域の内容　重篤な確定的影響などを回避するため、緊急事態区分に基づき、直ちに避難を
実施するなど、放射性物質の環境への放出前の予防的防護措置（避難など）を準備する区域
▪区域の範囲の当面の目安　原子力施設から概ね５㌔㍍の範囲

緊急時防護措置を準備する区域
（ＵＰＺ :Urgent Protective action planning Zone）
▪区域の内容　国際基準等に従って、確率的影響を実行可能な限り回避するため、環境モニ
タリング等の結果を踏まえた運用上の介入レベル（OIL）、緊急時活動レベル（EAL）等に
基づき、避難、屋内退避、安定ヨウ素剤の予防服用等を準備する区域
▪区域の範囲の当面の目安　原子力施設から概ね 30㌔㍍の範囲 ※いずれも人口は平成 24 年４月１日現在

市民・事業所など

自治会長

重大なトラブルの発生時や原子力防災体制発令時の情報伝達のフロー図

舞鶴市
※情報を受けた場合、直ちに設置

事故対策本部

災害対策本部

ラジオ テレビ ホームページ メール 防災行政無線 広報車 消防署 消防団 警察署 有線放送 自主防災組織 その他の手段

関西電力㈱
高浜発電所

関西電力㈱
大飯発電所

※その他あらゆる情報伝達手段を検討

　図② 原子力発電所において重大なトラブルが発生した場合の情報伝達のフロー図

B グループ

避難者
の把握

避
難
先
（
府
内
外
）

要配慮者
（高齢者や障害者など）

○○自治会、○○自治会
A グループ

○○自治会、○○自治会

○○自治会、○○自治会
C グループ

小学校区

自家用車・タクシーなど自家用車・タクシーなど

遠距離や要配慮者は
バス・タクシーなども活用（　　　　　）

遠距離や要配慮者は
バス・タクシーなども活用（　　　　　）

遠距離や要配慮者は
バス・タクシーなども活用（　　　　　）

避
難
時
集
結
場
所

※自家用車の使用は要配慮者の避難など、特別に必要な場合に限る

避難者
の把握

※
事
故
の
状
況
に
応
じ
て
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
10
㌔
㍍
ま
で
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

計
画
に
準
じ
て
、
市
内
の
避
難
先
も
考
慮

第１段階　徒歩

第２段階　徒歩

第３段階　徒歩

バス

事故の状況に応じて
バス船舶バス

港

鉄道バス バス
駅

港

駅

段階的に集結
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暫
定
計
画
（
案
）
に
対
し
、
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
に
基
づ
い
て
意
見

を
募
集
し
た
結
果
、
13
人
か
ら
69
件
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
（
募
集
期
間
は
５
月
16
日
～

６
月
５
日
）。

　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
意
見
を
踏
ま
え
修

正
な
ど
を
行
う
も
の
が
25
件
、
意
見
を
踏
ま

え
そ
の
趣
旨
を
施
策
展
開
に
反
映
さ
せ
て
い

く
も
の
が
１
件
、
意
見
の
趣
旨
が
既
に
案
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
４
件
、
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を
説
明
し
ご
理
解
い
た

だ
く
も
の
が
39
件
で
し
た
。
主
に
は
、
避
難

手
段
や
避
難
時
集
結
場
所
、
避
難
先
・
経
路

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
暫
定
計
画
の
内
容
や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果
は
、
危
機
管
理
・

防
災
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
西
支
所
、

加
佐
分
室
、
中
央
・
東
・
西
・
南
公
民
館
、

大
浦
・
城
南
会
館
、
東
・
西
図
書
館
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災
課
（
☎

66
・
１
０
８
９
）
へ
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

　

手
続
制
度
の
結
果

　

閲
覧
で
き
ま
す

表② 避難時集結場所一覧
小学校区 避難時集結場所 自治会等

大浦小 大浦小 河辺中、西屋、室牛、河辺由里、観音寺、河辺原、栃尾、大山、田井、成生、野原、中田、赤野、平、上佐波賀、
下佐波賀、千歳、大丹生、瀬崎、三浜、小橋、多祢寺、中田下

志楽小
志楽小 安岡、小倉、鹿原西、鹿原、吉坂、松尾、小倉西、小倉新町、安岡新町、やすらぎ苑、安岡園、こひつじの苑舞鶴、

舞鶴学園、田園町
東舞鶴高 泉源寺、田中東、田中西、田中中、田中新、田中団地

朝来小 朝来小 大波下板ガラス社宅、大波下、大波上、朝来中、朝来新町、松ヶ森、吉野、白屋、登尾、杉山、笹部、朝来西宮、
朝来西町府営、朝来八田、高専、東舞鶴病院、鶴友寮、ヴィラージュ滝ヶ浦、エルドラード朝来

新舞鶴小

新舞鶴小 矢之助東、矢之助西、溝尻中町、溝尻中町南、溝尻、溝尻田口、溝尻新町

白糸中
白糸中、白糸東、白糸大門、中浜三、中浜四、中浜五、敷島、東敷島、元浜西、元浜、浜、東浜、宮浮島、
南浮島、東浮島、市場西、市場東、市場上、関西電力寮東、大門ビルセンター、ポレスター東舞鶴、堂奥、多門院、
南浜元町、青葉、扶桑、北浜中町、片山

東舞鶴高
浮島分校

西浮島、中浮島、北浮島、竜宮、高屋、愛宕新、月ヶ浦、十月会、公明会、松ヶ崎、愛宕中町、上垣、
府営住宅市場団地、市場青葉台、泉源寺新町、博愛苑

三笠小
三笠小 中敷島、三条上、三条下、西敷島、西浜北、西浜南、三笠、桃山、双葉寮、共済病院、東昭和、西昭和

東体育館 北吸上、出雲、北吸中、北吸東、北吸官舎、東門東、東門西、三宅、白糸西、大門西、中浜一、中浜二、
ユニバーサル三宅寮、療育センター、クレインズタワー

倉梯小
倉梯小 森口、敷野、川西、白鳥団地、森宮、大森、森大和、緑が丘、井尻東、井尻西、森三本木、大田野、明富下、上明富、

竹道、エルドラード三本木

青葉中 片山新町、片山南、祭掛、大迫新町、大迫団地、大宮、金屋、古川、正巳、桜木、元川新町、元川中町、元川本町、
サンケイ団地、行永桜通り、舞鶴医療センター、元川東、三安団地

倉梯第二小
倉梯第二小 丸山中町、丸山、丸山西町、東幸野、芥子谷口、幸野、御幸、八反田南、八反田北、芥子谷団地
南公民館 丸山口、愛宕、森日の出、日の出団地

与保呂小 与保呂小 常府営、常口、京月、京月東、亀岩、常、木ノ下、与保呂、常桜町

中舞鶴小

中舞鶴小 本町３丁目、本町４丁目、本町５丁目、奥母、花木、西元町１丁目、西元町２丁目、旭東、旭西、旭南、若葉、
橘、双葉

中総合会館 上若宮、道芝、上九丁目、東若宮、西若宮、中若宮、榎川上、榎川下、東元町、西門一丁目、西門二丁目、
余部合同宿舎、中舞鶴宿舎、海上自衛隊

和田中 栄、荒田、白浜台、長浜、加津良、和田、保安学校、舞鶴航空基地隊舎

余内小
余内小 倉谷、倉谷東、城東、福来西、福来団地、福来東、倉谷西、福来中、福来問屋町
日星高 中の脇、清美が丘、天台、清道、昭和台、天台団地、清道新町、寿荘

文化公園体育館 上安久、下安久、上安、南上安、上安合同宿舎、上安東町、高迫団地、職能短大、安寿苑
吉原小 文化公園体育館 西吉原第一、西吉原第二、西吉原第三、東吉原第一、東吉原第二、東吉原第三、東吉原第四、匂崎

明倫小
明倫小 本、職人、丹波、平野屋、竹屋、クレインズコート、寺内、松陰、島崎、港、宮津口、西、新、堀上、紺屋、引土新、

朝代、京口、舞引土、真名井、円満寺、八幡、愛宕前、宮前、駅前、ポレスター西

城北中 魚屋、魚屋住吉、魚屋大森、大森海岸、大内、大内南、南田辺、東田辺、二の丸、北田辺、三の丸、築地、相生、
大内野、駅東、新生、伊佐津北、伊佐津団地、西舞鶴合同宿舎、向ノ丁、関西電力寮西、建青、伊佐津団地西

中筋小
中筋小 七日市、伊佐津、エクセレント伊佐津、ロイヤルコート伊佐津

西舞鶴高 折原、深田、京橋、公文名、中引土、東引土
城南中 真倉、十倉、京田、城南、万願寺、京田団地、伊佐津川荘苑、菖蒲台、京田新町

池内小 池内小 堀、池ノ内下、布敷、別所、上根、寺田、白滝、岸谷、今田、グレイスヴィル
高野小 高野小 寿、高野由里、女布、野村寺、城屋、高野台、女布新町、女布中新町、女布北町
福井小 福井小 上福井、下福井、星和、建部、喜多、大君、吉田、青井、白杉、大野辺

由良川小 由良川小 和江、丸田東、丸田西、八田、八戸地、三日市、上東、下東、中山、水間、水間下、みずなぎ学園　丸田、蒲江、
油江、東神崎、西神崎

岡田小 岡田小 上村、宇谷、小原、桑飼下、地頭、小俣、大俣、滝ヶ宇呂、ライフ・ステージ舞夢、長谷、上漆原、下漆原、下見谷、
河原、西方寺、富室、岡田由里、久田美、真壁、志高、大川
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ユ
ネ
ス
コ

世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

舞
鶴
か
ら
世
界
へ
語
り
継
ぐ

薄
れ
ゆ
く
引
き
揚
げ
の
記
憶

【
特
集
】

　
第
２
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
、
13
年
間
に
わ
た
り
、

最
後
ま
で
大
陸
か
ら
の
引
揚
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
た

引
き
揚
げ
の
ま
ち
舞
鶴
。
戦
後
70
年
近
く
た
ち
、
引
き

揚
げ
の
歴
史
が
徐
々
に
風
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
世
界
に
目
を
転
じ
る
と
今
も
な
お
、
紛
争

や
戦
争
は
絶
え
ず
、
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
は
未
来
に
生
か
し
て
こ
そ
、
そ
の
価
値
が
見
い
出

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
手
に
し
て
い
る
こ
の
平
和
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
過
去
の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
振
り

返
り
、
未
来
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
か
つ
て
多
く
の
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
引
き
揚
げ

に
携
わ
り
、
当
時
の
状
況
を
知
る
人
は
ま
だ
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
舞
鶴
だ
か
ら
こ
そ
今
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
引
き
揚
げ
に
関
す
る
史
実
を
語
り
継
ぎ
、
平
和
の
尊

さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
発
信
す
る
役
割
を
果
た
す

た
め
、
市
が
所
蔵
す
る
引
き
揚
げ
や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に

関
す
る
貴
重
な
資
料
の
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
」

へ
の
登
録
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
始
め
て
い
き
ま
す
。
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世
界
記
憶
遺
産
は
、
ユ
ネ
ス
コ

（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の

三
大
遺
産
事
業
（
ほ
か
に
は
「
世

界
遺
産
」「
無
形
文
化
遺
産
」）
の

一
つ
で
、
世
界
の
重
要
な
記
憶
遺

産
の
保
護
と
振
興
を
目
的
に
１
９

９
２
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
書
や
書
物
、
楽
譜
、
絵
画
、

映
画
な
ど
の
記
録
史
料
が
対
象
と

な
り
、
現
在
、
世
界
で
２
４
５
件

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
も

の
に
は
、「
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

の
日
記
」「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
手

書
き
の
楽
譜
」
な
ど
が
あ
り
、
国

内
で
は
、
福
岡
県
田
川
市
が
申
請

し
た
筑
豊
の
炭
鉱
記
録
画
な
ど
６

９
７
点
が
平
成
23
年
５
月
に
国
内

第
１
号
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、申
請
中
は
２
件
で
す
。

　

世
界
記
憶
遺
産
と
は

　

主
な
選
定
基
準
は
次
の
と
お
り

で
す
。

❖
真
正
性
…
記
憶
遺
産
の
本
質
や

出
所
（
複
写
・
模
写
・
偽
造
品
で

な
い
か
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と❖
世
界
的
な
重
要
性
…
他
に
代
替

え
が
で
き
な
い
も
の
で
、
そ
の
損

失
や
悪
化
が
人
類
の
遺
産
に
と
っ

て
損
害
と
な
る
も
の
。
一
定
期
間

に
わ
た
り
、
ま
た
は
世
界
の
特
定

　

選
定
基
準
は

　
第
２
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
、

軍
人
と
一
般
人
を
あ
わ
せ
、
６
６

０
万
人
以
上
と
い
わ
れ
る
日
本
人

が
海
外
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
人
た
ち
の
速
や
か
な
帰
国
を

実
現
す
る
た
め
、
国
の
事
業
と
し

て
、
軍
港
だ
っ
た
舞
鶴
を
は
じ

め
、
浦
賀
、
呉
、
下
関
、
博
多
、

佐
世
保
、
鹿
児
島
、
横
浜
、
仙
崎
、

門
司
を
引
揚
港
に
指
定
。
こ
の
う

ち
舞
鶴
は
、
昭
和
25
年
以
降
は
、

国
内
唯
一
の
引
揚
港
と
し
て
昭
和

33
年
９
月
７
日
の
最
終
船
ま
で
、

実
に
13
年
間
に
わ
た
り
、
約
66
万

人
の
引
揚
者
と
１
万
６
，
２
６
９

柱
の
遺
骨
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
捕
虜
と
な
り
シ
ベ
リ
ア

で
抑
留
さ
れ
た
方
の
多
く
は
、
重

　

引
き
揚
げ
事
業
と
は

【特集】
ユネスコ世界記憶遺産登録を目指して

の
文
化
圏
に
お
い
て
、
多
大
な
影

響
を
与
え
た
も
の
。
歴
史
上
、
プ

ラ
ス
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
力

を
与
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
な
ど
で
、
２
年
に
１
回
、
各
国

か
ら
申
請
さ
れ
た
資
料
な
ど
を
選

考
し
、
登
録
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
る
と
、
資
料
の
内
容

な
ど
が
数
か
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
、
世
界
に
向

け
て
発
信
さ
れ
る
ほ
か
、
資
料
の

保
存
促
進
に
関
す
る
助
言
や
支
援

な
ど
が
な
さ
れ
ま
す
。

引揚者の中から家族を探す人々

▲抑留生活の様子を白樺の樹皮に書いた日記 ▲夫の帰りを待つ妻と子の写真 ▲靴に隠して持ち帰った手作りのメモ帳
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引揚記念館企画展

　
昭
和
60
年
に
開
催
さ
れ
た
「
海

外
引
揚
40
周
年
記
念
　
引
揚
港
ま

い
づ
る
を
偲
ぶ
全
国
の
集
い
」
の

開
催
を
き
っ
か
け
に
、
舞
鶴
に
引

き
揚
げ
を
記
念
す
る
拠
点
を
と
の

気
運
を
受
け
て
、
市
が
建
設
。
市

内
外
か
ら
７
，
０
０
０
万
円
を
超

え
る
寄
付
と
関
係
す
る
品
々
が
寄

せ
ら
れ
、
昭
和
63
年
４
月
に
開
館

し
ま
し
た
。
衣
類
や
生
活
用
品
、

手
紙
な
ど
当
時
の
貴
重
な
資
料
や

体
験
者
の
記
憶
で
描
か
れ
た
絵
画

な
ど
現
在
約
１
万
２
，
０
０
０
点

を
所
蔵
。
来
年
で
開
館
25
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
時
代
と
と
も
に
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
も
増
加
し
、
引
き
揚
げ
の

史
実
は
過
去
の
出
来
事
と
し
て

　

引
揚
記
念
館

　引揚記念館では、企画展「抑留者のメッセージを伝えた男～ラジオ放送の
安否情報を伝えた手紙～」を開催します。
　昭和 23 年、偶然にモスクワからのラジオ放送で日本の家族に向けたシベ
リア抑留者の安否情報をキャッチした青年が、日本の家族にその情報を伝え
るため、約 800 通ものはがきを出しました。そのお礼のはがきや手紙が同
館に所蔵されており、シベリア抑留者と留守家族の架け橋となり、その安否
を伝えた男性とお礼のはがきを紹介します。

【日時】　８月３日（金）～９月 30 日（日）９時～ 17 時（入館は 16 時　
　　　　30 分まで）

【内容】　安否情報を知らせるはがきとそれに対するお礼のはがきや手紙約     
         　60 点（現代訳したもの。実物は 20 点）

【入館料】　300 円（学生 150 円。ただし市内在住か在学の学生は無料）
【期間中の休館日】　９月 20 日（木）
▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

▲男性から日本の家族へ送ったシ
ベリア抑留者の安否を伝える手紙

　

登
録
申
請
に
向
け

　
今
後
は
、
引
揚
記
念
館
に
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
万
２
，
０
０

０
点
の
所
蔵
品
の
調
査
や
研
究
を

進
め
、
世
界
記
憶
遺
産
の
対
象
と

な
る
資
料
を
選
考
し
申
請
書
類
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。

　
今
、
舞
鶴
か
ら
世
界
へ

　
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

戦
争
と
引
き
揚
げ
の
歴
史
を
語
り

継
ぐ
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
、

ま
た
全
国
の
引
き
揚
げ
体
験
者
や

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
２
０

１
５
年
の
登
録
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
（
☎

66
・
１
０
１
９
）
か
、
引
揚
記
念

館
（
☎
68
・
０
８
３
６
）
へ
。

抑留者のメッセージを伝えた男
～ラジオ放送の安否情報を伝えた手紙～

※
い
ず
れ
も
写
真
は
引
揚
記
念
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
引
き
揚
げ
に
関
す
る
資
料
で
す
。

労
働
や
寒
さ
、
飢
え
な
ど
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
労
苦
の
末
、
舞
鶴

へ
引
き
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
引

揚
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
資

料
に
は
、
当
時
の
市
長
名
で
引
揚

者
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民

向
け
に
引
揚
者
を
温
か
く
迎
え
よ

う
と
の
文
章
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
歓
迎
や
慰
問
、
差
し
入
れ
な
ど

ま
ち
ぐ
る
み
で
迎
え
た
市
民
の
姿

に
、
舞
鶴
か
ら
全
国
へ
帰
宅
さ
れ

た
引
揚
者
か
ら
後
々
ま
で
感
謝
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

年
々
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
市
内
全

小
学
６
年
生
が
来
館
す
る
社
会
学

習
を
開
始
。
ま
た
、
貴
重
な
所
蔵

品
を
後
世
に
確
実
に
継
承
し
、
次

世
代
に
平
和
の
尊
さ
を
強
力
に
発

信
す
る
た
め
の
創
造
的
事
業
を
展

開
す
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
学
芸

員
も
配
置
し
、
24
年
度
か
ら
市
直

営
と
な
り
ま
し
た
。

▲抑留中に日本の家族へ送ったはがき▲シベリア収容所の様子（絵画：佐藤清さん） ▲満州での記憶（漫画：森田拳次さん）
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　白杉地区の農業集落排水処理施設が完成し、６月
23 日に竣工式を行いました。
　これで、市が集落排水事業として進めてきた特定
環境下水道事業、漁業集落排水事業、農業集落排水
事業の全 14 地区の下水道整備が完了しました。
　今後も、市内全域水洗化に向けて、愛着のある“住
み続けたい”と思える定住環境づくりを目指し、公
共下水道、公設浄化槽の整備を進めていきます。
▶詳しくは、下水道建設課（☎ 66・1029）へ。

　家屋（プレハブを含む住宅や店舗、作業場、事務所、
車庫など）の固定資産税は、毎年１月１日までに新築・
増築したものに対しては、その翌年度から課税され、
取り壊しをしたものに対しては、翌年度から課税さ
れなくなります。今年、すでに家屋を新築・増築し
た人や取り壊した人、12 月末までに取り壊す予定の
ある人は、税務課へ届け出を。また、新築・増築し
た人は、家屋評価のための調査が必要です。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1027）へ。

白杉地区農業集落排水施設が竣工

　平成 24 年度一般会計補正予算や条例改正など市長
提案の 13 議案を審議。原案どおり可決・承認・同意
しました。主な内容は次のとおり。

《補正予算》
▪一般会計（第１号）　介護福祉士などの資格取得支援
など介護人材の確保や定着に係る事業のほか、新病院
建設用地の購入に対する出資金や豪雪による林道被害
に対し地域が行う復旧経費への補助金などを補正する
もので、３億 3,177 万円を増額し、予算総額は 348
億 9,351 万円となりました。歳出の主なものは❖介護
人材確保支援事業 1,610 万円❖病院事業会計出資金
7,680 万円❖林道豪雪被害対策事業費補助金 500 万
円❖民間木造住宅耐震改修等推進事業 600 万円など
▪特別会計　病院事業会計（第１号）　資本的収支にお
いて新病院建設用地の取得費として３億 751 万円を増
額し、予算総額は 14 億 7,254 万円となりました。

《条例》
▪市税条例の一部改正　地方税法の改正に伴い、公
的年金等以外の所得を有しなかった者の寡婦（寡夫）
控除に係る手続きなどを改正
▪印鑑条例、斎場条例の一部改正　住民基本台帳法
の改正および外国人登録法の廃止に伴い、外国人住
民に係る規定の整理など。
▪西駅交流センター条例の一部改正　利用者の利便
性の向上および施設の利用促進を図るため、１時間
単位での利用を可能とする。

《人事》
▪教育委員会委員の任命　小瀬木良和氏（65 歳、堀
上＝新任）
▪人権擁護委員候補者の推薦　福島イツヨ氏（62 歳、
公文名）

《その他》
❖指定管理者の解散に伴い、指定期間を変更
❖市道路線の２地区３路線の認定、１地区１路線の廃止

市議会６月定例会

　自治会やサークルなどの学習会に活用してい
ただくため、人権教育 DVD などを随時貸し出
しています。貸出期間は３日以内で１回に３本
まで。無料。一覧は社会教育課に備え付け。市
ホームページにも掲載。

公民館人権セミナーに参加を

　公民館人権セミナーを開催。日程などは下表の
とおりです。いずれも時間は 13 時 30 分～ 15 時。
対象は市内在住か在勤の人。無料。申し込み不要。
問い合わせは各会場へ。

日程 会場 講師／講演テーマ
８月３日
（金）

大浦会館
（☎ 68・2010）

桂枝女太氏（落語家）
「ことばの重み」

８月８日
（水）

城南会館
（☎ 78・1800）

笑福亭学光氏（落語家）
「笑って 笑って お元気に！」

８月９日
（木）

東公民館
（☎ 62・1237）

桂枝女太氏（落語家）
「ことばの重み」

８月 17 日
（金）

南公民館
（☎ 62・0288）

三遊亭楽団治氏（落語家）
「人と人 笑顔と笑顔」

８月 23 日
（木）

中央公民館
（☎ 62・0400）

山口憲文氏（東浄土寺住職）
「人と人とのつながり」

西公民館
（☎ 75・6501）

山本裕氏（宮津市障害者支援センター）
「障害がある方々と人権問題～誰もが当

たり前の生活を送れる社会を～」
加佐公民館

（☎ 83・0014）
三遊亭楽団治氏（落語家）
「人と人 笑顔と笑顔」

人権教育 DVD・ビデオを随時貸し出し

▶詳しくは、社会教育課（☎ 66・1073）へ。

家屋を新築・増築・取り壊したときは届け出を

▶
く
す
玉
を
割
っ
て
完
成
を
祝
う
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　地域経済の活性化と雇用の
創出を目指して市が喜多工業
団地に誘致した和幸産業㈱舞
鶴工場の見学会が７月 11 日
に開催されました。同社は４
月から操業を開始し、主に船
舶艤装品などの製造が、従業員 28 人で行われていま
す。
　今後は「ものづくりのプロ」としての本市の産業へ
の貢献や新たな雇用の拡大が期待されます。
▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）へ。

　市では、平成 21 年４月に策定した「第２期舞鶴
市地球温暖化対策推進実行計画」に基づき、市の施
設から排出する温室効果ガスの削減に取り組んでい
ます。平成 23 年度は、19 年度（基準年度）と比
べ 5.6%の削減（約 256 世帯の家庭からの年間排
出量相当）が達成できました。節電の取り組みによ
る電気使用量の減少や清掃事務所でのプラスチック
系ごみ燃焼量の減少などが主な要因です。引き続き
積極的に地球温暖化対策に取り組みます。
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

喜多工業団地　和幸産業㈱が本格操業

市役所の地球温暖化防止対策
平成 23 年度の結果　⇒　温室効果ガス 5.6%削減

　市内事業者の海外展開を支援するため、中国・大
連市で開催される展示商談会への出展者を募集しま
す。この展示商談会は、日本と中国の幅広い分野の
事業者が多数出展し中国ビジネスへの入口となるも
のです。この機会にぜひ海外でのビジネスに挑戦し
てください。

【展示会名】 2012 中国大連中日貿易投資展示商談会
【日時】10 月 18 日（木）と 19 日（金）
【場所】大連世界博覧広場（中国・大連市）
【その他】パンフレットの作成費や旅費などの経費
に対して、市が２分の１を助成

【申し込み方法】８月 20 日（月）までに所定の用
紙（産業振興・雇用対策課に備え付け。市ホームペー
ジからダウンロード可）で。
▶詳しくは、産業振興・雇用対策課（☎ 66・1021）へ。

海外でのビジネスにチャレンジしませんか
大連市での展示商談会  出展者募集

　地元の皆さんのご理解を得て府が調査した放射性物
質などの現況調査の結果がまとまりました。調査は、
６月 19 日～ 23 日に清掃事務所、６月 25 日～ 29 日

放射性物質などの現況調査　結果概要をお知らせ　

搬入ごみ 不検出
排ガス（第１・第２工場 ) 不検出
焼却灰（第１工場） 焼却灰 2.7

飛灰 12
焼却灰（第２工場） 焼却灰 4.8
土壌 不検出

原水・放流水 不検出
井戸 不検出
土壌 7.7

トラックスケール 0.04 ～ 0.06
埋立地 0.05 ～ 0.10
敷地境界 0.05 ～ 0.11

に一般廃棄物最終処分場で実施。空間放射線量率は、
同事務所で 0.03 ～ 0.10 μ

マイクロ

シーベルト／時間、同処
分場で 0.04 ～ 0.11 μシーベルト／時間。これらは、
市内６か所に設置された放射線のモニタリングポスト
で測定されている数値と同程度です。また、放射性物
質濃度は、同事務所の焼却灰（飛灰）で最大 12 ベク
レル／㌔㌘、同処分場の敷地境界で 7.7 ベクレル／㌔
㌘の放射性セシウム 137 が検出されました。これは、
過去の核実験などに由来するものであると考えられ、
市内で測定された土壌の平均値（26.2 ベクレル／㌔
㌘）と比較しても高くない数値です。主な内容は右表
のとおり。
　詳細は、市ホームページのほか、情報公開コーナー、
西支所、加佐分室、各公民館などで閲覧できます。
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

清掃事務所
放射性物質濃度（セシウム 137）

最終処分場

空間放射線量率

空間放射線量率

▶
昨
年
の
様
子

単位　ベクレル／㌔㌘

単位　ベクレル／ℓ　（土壌はベクレル／㌔㌘）　放射性物質濃度（セシウム 137）

単位　μシーベルト／時間

施設内（第１工場 ) 0.03 ～ 0.08
施設内（第 2 工場）0.04 ～ 0.10
敷地境界 0.06 ～ 0.08

敷地境界 ＜ 0.06 ～
0.11

施設内（第 1 工場）＜ 0.06
施設内（第 2 工場）0.17

石綿濃度単位 μシーベルト／時間 単位　本／ℓ　

※調査対象はセシウム 134 と 137 でしたが、134 については、す
べての調査地点において不検出でした。

大気汚染防止法上の濃度基準＝ 10 本／ℓ　
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　児童扶養手当など各種手当を受けている人は、受
給資格や所得状況などを報告する現況届（対象者に
は送付）の提出が必要です。
　提出がない場合には、８月分以降の手当が受けら
れなくなりますので、期間内の提出をお願いしま
す。各種手当と提出期間などは次のとおり。
※現況届を提出せずに２年を経過すると資格が消失
します。

《児童扶養手当》
【提出期間】　８月１日（水）～ 31 日（金）
【対象者】　
　父母の離婚などにより父または母と生計をと
もにできないか、父または母の身体などに一定
の障害がある家庭の児童の父または母（父母に
代わって児童を養育している人を含む）
▶ 詳 し く は、 子 ど も 支 援 課（☎ 66・1094、
ＦＡＸ 62・7957）か西支所保健福祉係（☎ 77・
2253、ＦＡＸ 77・1800）へ。

《特別児童扶養手当・障害児福祉手当》
【提出期間】８月 13 日（月）～９月 10 日（月）
【対象者】　
❖特別児童扶養手当…精神か身体に重度の障害
がある児童を養育している父母（父母に代わっ
て児童を養育している人を含む）
❖障害児福祉手当…精神か身体に重度の障害が
あり、常時、特別な在宅介護を必要とする 20
歳未満の人
▶ 詳 し く は、 子 ど も 支 援 課（☎ 66・1094、
ＦＡＸ 62・7957）か西支所保健福祉係（☎ 77・
2253、ＦＡＸ 77・1800）へ。

《特別障害者手当》
【提出期間】　８月 13 日（月）～９月 10 日（月）
【対象者】
精神か身体に重度の障害があり、常時、特別な
在宅介護が必要な 20 歳以上の人
▶詳しくは、障害福祉課（☎ 66・1033、ＦＡＸ
62・7957） か 西 支 所 保 健 福 祉 係（ ☎ 77・
2253、ＦＡＸ 77・1800）へ。

　市民税非課税世帯で介護保険制度の要介護認定４
か５に該当する 65 歳以上の人を在宅で介護してい
る家族に、介護用品の購入券を給付。なお、４月以
降、世帯構成や世帯員の市民税課税状況に変更が
あった場合は、高齢者支援課へ連絡を。購入券は９
月上旬に送付予定。

【支給額】　年額 40,000 円分（８月１日と２月１日
を基準日に 20,000 円分ずつ）

【対象用品】紙おむつ、おむつカバー、尿取りパッド、
パンツ型紙おむつ、使い捨て手袋、清拭剤の６品。

【申請方法】８月７日（火）～ 17 日（金）に同課へ。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1018）へ。

　対象者には８月下旬に受診票を送付します。
【実施期間】　９月１日（土）～ 10 月 31 日（水）（休
診日を除く）

【受診場所】　市内の実施医療機関
【健診内容】問診、身体計測、血圧測定、尿検査、
血液検査、心電図、診察

【対象】　75 歳以上の後期高齢者医療制度加入者（昭
和 12 年８月 31 日以前生まれ）か 65 歳以上で一
定の障害認定を受けている人（人間ドック申込者を
除く）。

【受診料】　無料
▶詳しくは、保険医療課（☎ 66・1075）へ。

介護用品の購入券を支給

後期高齢者医療制度加入者の皆さんへ
健康診査を実施

　７月３日からの大雨による大分県および熊本県で
の被災者を支援するため、義援金を受付中。
　義援金箱を市役所１階ロビー、西支所、加佐分室、
各公民館、大浦・城南会館に設置しています。皆さ
んの温かいご協力をお願いします。
▶詳しくは、保健福祉企画課（日本赤十字社舞鶴市
地区、☎ 66・1011）へ。

大分県・熊本県大雨災害義援金にご協力を

児童扶養手当、特別児童扶養手当、
障害児福祉手当、特別障害者手当

現況届の提出を



11 2012.8-1maizuru

昨年度の旅行プログラム参加者の声
　認知症予防を目的に楽しみながら脳を鍛える生活
を身に付けるグループ活動の参加者を募集します。
プログラム終了後は自主活動となります。 　旅先の歴史を調べたり、効率よく移動する交

通手段を考えたりしていると自然に頭を使いま
す。また、疑問に思ったことを図書館やインター
ネットで調べたり、学生以来の経験で頭の刺激
になりました。私たちのグループは「今津の座
禅草（ざぜんそう）群を訪ねる旅」を実行。こ
の旅行は目的地までバスも少なく、とても苦労
しましたが、座禅草を見た時はツアーで行く旅
行とは比べ物にならないほど感激しました。終
了後も同じメンバーで旅行を続けています。

認知症予防プログラム「脳を鍛えるわいわい活動」参加者募集

内容 場所 日程

中総合会館 ９月５日～来年１月９日の毎週水曜日、10 時～ 12 時

城南会館 ９月５日～来年１月 16 日の毎週水曜日、10 時～ 12 時

東公民館 ９月７日～来年１月 25 日の毎週金曜日、13 時 30 分～ 15 時 30 分

南公民館
９月６日～来年１月 17 日の毎週木曜日、10 時～ 12 時

西総合会館

パソコン 加佐公民館 10 月 17 日～来年２月 27 日の毎週水曜日、13 時 30 分～ 15 時

▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1012）へ。

　舞鶴市は、国の平均以上に高齢化が進んでおり、
今後、日常生活において介護を必要とする高齢者が
増えることが予想されています。こうした中、介護・
福祉分野で活躍する人材を育成・支援していくため
に、さまざまな事業を行っています。
①介護福祉士奨学金の貸し付け

【内容】介護福祉士を養成する専門学校などの入学
金および授業料（上限額 100 万円／年。最大２年
間）。介護福祉士となり、市内の介護・福祉施設な
どで３年以上勤務した場合は返還不要

【対象】市内の介護・福祉施設などに就職する意志
がある専門学校生や高校生など
②介護福祉士資格取得講座受講料の助成

【内容】講座受講料の全額（ただし、国家試験受験
対策講座は年 1 回、上限額 10 万円）

【対象】介護福祉士を目指す市内在勤の介護職員
③ホームヘルパー養成講座受講料の助成

【内容】受講料の３分の２

　そのほか、マッチングコーディネーターを配
置し、介護事業所の人材確保サポートや職員研
修事業、介護・福祉職を目指す人や次世代の担
い手を応援しています。
▶詳しくは、保健福祉企画課（☎ 66・1011）へ。

【対象】市内在住か在勤の介護職員
※いずれも平成 24 年４月１日以降の分を対象とし
ます。②③については、講座終了確認後に助成する
こととなります。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1013）へ。

介護・福祉の人材育成をサポート！！

【日時と場所】下表のとおり
【内容】❖旅行…行き先について調べ、旅行を計画
し実行する❖パソコン…パソコンの技術を覚えて、
オリジナル記事を作る❖ウオーキング…早歩きウ
オーキングの習慣化への取り組みを行う

【対象】市内在住の 60 歳以上で介護保険の要支援・
介護認定を受けていない人。（パソコンコースは自
分でノート型パソコンを持参できる人。初心者も
可。）

【定員】先着各８人
【料金】無料（ただし、旅行の交通費など活動にか
かる実費は自己負担）

【申し込み方法】８月 29 日（水）までに電話で。

《プログラム体験会を開催》
　８月 20 日（月）が西総合
会館、21 日（火）が東公民館。
10 時～ 11 時 30 分。認知症
予防のコツや活動の説明など。
申込不要。無料。

旅行へ▶

◀計画して

　　 旅行
　　　+
ウオーキング

　 パソコン
　　　+
ウオーキング
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　市民の皆さんに市政の現状や課題、方向性を知っ
ていただき、適正な行政サービスを提供するため、
事業の目的や手法、成果などを公開の場で議論し、

「拡大、拡充」「内容、規模の見直し」「不要」など、
見直しにあたっての意見をいただくものです。

【日時】８月 18 日（土）９時～ 16 時 50 分
                   19 日（日）９時～ 17 時

【場所】市政記念館
【内容】14 事業（右表）を、市内外の有識者からな
る評価員が議論し評価。また「市民判定員」も加わ
り、多数決で決定（上図参照）。
　その評価結果を参考に、最終方針を決定し、平成
25 年度以降の予算編成などに反映する予定です。

公開事業評価を実施　～ 市民の目線で市政をチェック ～

地域づくりサポート制度・モデル地域　
～ 募集期間延長 ～

　市では、地域住民と市職員が一緒になり、地域づ
くりを考え、実践していく「地域づくりサポート制
度」を実施しています。
　今年度もモデル地域とする２団体を募集しています。

【対象団体】自治会や自治連合会、区長会など
【募集団体数】２団体
【選考方法】地域の主体性や社会ニーズの優先性な
どを基準に選考委員会で決定（９月ごろ）

【申し込み方法】８月 31 日（金）までに所定の用
紙（企画政策課に備え付け。市ホームページからダ
ウンロード可）で。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

　市では、公平・公正の確保と健全な財政運営を維
持するため、債権管理のさらなる適正化に向けた取
り組みを進めています。８月は徴収強化月間。滞納
者に対し、文書や電話などによる納付催告などを実
施。市の貴重な財源となる保険料や使用料などの公
平な負担にご協力をお願いします。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

８月は徴収強化月間
～ 債権管理の適正化へ ～

▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

この事業について
意見を

お願いします

もっと
他のやり方が
あるのでは？

そもそも
市民にとって
必要なの？ 市担当者

評価員

市民判定員

コーディネーター

評価員

それは
いいね！

具体的には
何をして
いるの？

【公開事業評価のイメージ】

【評価員など（敬称略）】
❖コーディネーター…石井良一・滋賀大社会連携研究
センター教授❖評価員…谷口繁弥、山本武司、佐藤章、
古川清博（以上滋賀大事業仕分け研究会）、廣瀬久哲（舞
鶴商工会議所）、横山秋一（近畿税理士会）、谷口英子

（まちづくりサポートクラブ）
❖市民判定員…自治会やＮＰＯ法人、公募市民、無作
為で募集した市民

【傍聴できます】先着 40 人。入場無料。

必　　　要

行　　　政

市

拡大・拡充 見直し・改善現行どおり

不要

民間

国・府など

日 時間 事業名

  9：00 ～ 開会式

  9：10 ～ ① 花のあるまちづくり事業

10：10 ～ ② 住宅用太陽光発電システム設置費補助金

11：10 ～ ③ 地域福祉活動助成金 

13：00 ～ ④ 赤れんがイベント開催事業費補助金

14：00 ～ ⑤ 周遊観光バス運行事業費補助金

15：00 ～ ⑥ 中小企業勤労者融資貸付金

16：00 ～ ⑦ 合併浄化槽設置整備事業費補助金

16：50 終了

  9：00 ～ ⑧ 高等教育機関等合同 PR 事業

10：00 ～ ⑨ 林業技術員設置費補助金

11：00 ～ ⑩ 敬老会事業費

12：50 ～ ⑪ 広報まいづる郵送経費

13：50 ～ ⑫ 図書館管理運営経費

14：50 ～ ⑬ 青葉山ろく公園ちびっこゲレンデ管理委託料

15：50 ～ ⑭ 特色ある教育活動支援事業費補助金

16：40 ～ 閉会式

17：00 終了

18
日

19
日

公開事業評価スケジュール
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　７月 14 日、市政記念館で青少年の日頃の善行をたたえる「青少年善
行表彰式」を開催しました。青少年の健全育成を目的に毎年実施してい
るもので、「青少年非行防止推進市民大会」と合わせて行っており、今
年で 28 回目。

　今回は、海上保安学校の学生と日星高等学
校生徒会、加佐中学校生徒会の３団体を表彰
しました。
▶詳しくは、子ども支援課（☎ 66・1008）へ。

表彰団体 表彰内容

海上保安学校学生
２月の記録的な大雪の中、休日を返上し、中舞鶴交差点か
ら国道 27 号線沿いの歩道の除雪活動を実施した。

日星高等学校生徒会
東日本大震災直後から、生徒会本部が中心となり「自分た
ちにできることはないか」と考え、全校生徒で継続的な被
災地支援の活動を実施した。

加佐中学校生徒会

神崎・八雲・岡田地区で行われる「敬老会」に参加し、小
学校の協力も得て記念品を作成・配布したほか、地域の高
齢者宅へ花を持って訪問する活動を実施した。また、水辺
公園や神崎浜の清掃、川舟レースの準備など地域活動に貢
献した。

最新で正確な情報の収集を！
～ インターネットや携帯電話からの入手方法 ～
　
　市ホームページでは、災害などが発生したとき
に、避難情報や避難所開設、市道の通行止め、小・
中学校の休校などの緊急情報をトップページの最
上段でお知らせします。

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

　台風や大雨のときは、各機関のホームページや
電話（自動音声 ) で気象情報などが入手できます。

　避難情報や避難所開設などの防災情報を「まい
づるメール配信サービス」で地域別に配信してい
ます。下記リンク先から、簡単に登録できます。
登録料は無料〔ただし通信料（パケット料金）は
利用者負担〕

https://service.sugumail.com/j-maizuru/

バーコードリーダー機能のある携帯電話などを 

お持ちの人は、左のコードを読み取って登録画面へ。

▲市ホームページのトップページ

▼各機関の台風・大雨関連情報

防災ひとくちメモ

青少年の善行をたたえ
海上保安学校・日星高等学校・加佐中学校を表彰

▲海上保安学校学生

▲日星高等学校生徒会

▲加佐中学校生徒会
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今月のおススメの１冊！！「感じて歩く」（三宮麻由子著／岩波書店）
　幼少時に全盲となった著者による、歩行に着目したルポ・エッセイです。
　私たちが日々無意識に行っている「歩く」ことが、光を失った方にとってはどれ
ほど危険を伴い勇気のいることか。またそれだけに、歩けることが社会とつながり、
いかに大きな生きる力となるかが語られています。白杖や盲導犬のこと、開発の進
むハイテク歩行器具についても言及。そうしたハード面の充実のみならず、お互い
に支え合って生きることについても考えさせられます。

　皆さんは人とおしゃべりをしている中で、何げ
なく言われた相手の言葉に傷ついたり嫌な思いを
したりしたことはありませんか。
　例えば、会話の中で、「めくらばん（盲判）」「し
たたらず（舌足らず）」などの言葉を聞いたら、
皆さんはどのように感じるでしょうか。このよう
な身体の部分を用いた表現は私たちの周りにたく
さんあり、日常的によく使われています。しかし、
これらの言葉の中には、相手や使い方によっては
嫌な気持ちにさせたり傷つけたりする場合があり
ます。
　「めくらばん」という言葉を聞いたとき、普段
視覚障害ということにあまり関わりのない人であ
れば特に気にならないと思いますが、本人または
本人の周りに視覚障害の方がおられる場合は嫌な
思いをする方もおられると思います。
　他にも、人を差別するような言葉やわいせつな
言葉など人を傷つけたり不快にさせたりするよう
な言葉がたくさんあります。こういった言葉を何
気なく使ってしまうことは、その人の人権感覚が

疑われることになり、人との関係がうまくいかな
くなることもあります。
　豊かな人間関係を築いていくためには、日常で
使う言葉についても相手や周りの人に対する配慮
が必要です。それは、単にこのような言葉を使わ
ないようにしようとか、言い換えるだけで済ませ
ればいいということではなく、日頃から他の人
に対する思いやりの心を持ち、常に相手の立場に
立って物事を考えられるような人権感覚を養って
いくことが大切なのではないでしょうか。
　８月は人権強調月間です。普段あまり意識する
ことのない人権について考える機会にしてみませ
んか。

東図書館新着図書

【一般書】❖残月あそび／村松友視❖エリートの
転身／高杉良❖東京タワーが見えますか。／江上
剛❖台湾海峡一九四九／龍應台❖知っておきたい
屋上緑化のＱ＆Ａ❖銀輪の巨人／野嶋剛❖仕事で
は ｢３｣ を使え／流音弥❖皇室典範と女性宮家／ 
所功❖ 20 世紀からのファッション史／横田尚美

【児童書】❖ことばあそびどうぶつえん／石井聖岳
❖コルプスせんせいとかばくん／長新太　　　　
▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）へ。

西図書館新着図書

【一般書】❖おやじネコは縞模様／群ようこ❖千
年鬼／西條奈加❖箱庭旅団／朱川湊人❖最強 ! 涼
野菜レシピ／幸井俊高❖「ドーハ以後」ふたたび 
－世界から見た日本サッカー 20 年史／杉山茂樹
❖日本のお医者さん研究／森剛志

【児童書】❖月へ - アポロ 11 号のはるかなる旅 - 
／ブライアン・フロッカ❖ホネホネさんのなつま
つり／にしむらあつこ
▶詳しくは、西図書館（☎ 75・5406）へ。

～ 何げなく交わしている会話の中に ～

図書館だより

広げよう人権の輪

▶人権に関するお問い合わせは、人権啓発推進室（☎ 66・1022）か法務局舞鶴支局（☎ 76・0858）へ。

自
分
で
も
気
付
か

な
い
う
ち
に
友
達

を
傷
つ
け
て
し

ま
っ
て
い
る
か

も
・
・
・

８
月
は

人
権
強
調
月
間
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まいづる花図鑑 72

　情報発信機能を高めるために、「広報まいづ
る」を７月から A ４判に変更しました。A ４
判は雑誌感覚で紙面が見やすく記事のジャンル
分けがしやすいため、より分かりやすく効果的
な情報発信ができるのではないかと思います。
　本市には豊かな自然をはじめ、戦国時代から
続く西地区の城下町と明治・大正時代の風情が
漂う東地区の赤れんが倉庫群などの歴史と文
化、さらには造船業やガラス製造業に関連する
ものづくり技術や誇れる特産品などがありま
す。これらは地域を活性化させるまちづくりの

“原石”ともいえるものです。
　「広報まいづる」が、市民の皆さんとのかけ
橋となり、一緒になってこの原石を掘り起こ
し、磨きをかけて、宝石に仕上げていくことが
できれば、舞鶴は「住んで良し、働いて良し、
訪れて良し」の魅力あるまち、活力あるまちへ
と変革していくものと確信しています。
　  　　　　　　ドクターＴこと   多々見 良三

ドクターＴのひとりごと
　その②　広報まいづるへの思い

　本州以南の
山際や薮地に
生える多年草。
根は不規則に
肥大している。
茎は細くつる
状の巻きひげ

で他の木などにからんで伸びる。葉は手のひら
状に浅く３～５つに裂ける。夏、日暮れととも
に葉の腋に白色の花を開く。花びらは５つに裂
け、縁は糸状に垂れ下がり、朝には閉じる。雌
雄異株。名前の由来は、樹上に赤い実が残るの
をカラスが残したと見立てたなど諸説ある。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

【カラスウリ】 （ウリ科）
見ごろ８～９月頃

　「緑のカーテン」って知ってるかな？暑い夏を快適に過ごす
ために植物で作ったカーテンのことだよ！もう取り組んでいる
人もいるかもしれないね。市内では、４月に発足した「まいづ
る環境市民会議」の皆さんが、保育所や福祉施設など９か所で
ゴーヤを育て、茂った葉で太陽の光をさえぎる工夫をしている
よ。総合文化会館の「ゆめさら」や身障センター内の「サロン
ぽーれぽーれ」に行ってその快適さを体感してみよう！

★かんたん節電術★　エアコンの室外機に直接日光を当てない！
　エアコンの室外機は熱を外へ出す時にたくさん電気を使っているので、日光が直接当たると効率が悪
くなり余分に電気が必要。でも、室外機を日陰に置く、よしずなどの日よけを設置するだけで使用電力
を抑えることができます。また、室外機の吹き出し口に物を置かないことで効率アップ。ぜひお試しを！

▲過去の取り組みの様子

【クイズ】数字で分かるごみのこと。これってなあに？　→　679 台　（答えは 20㌻）

　ゴーヤの他にもカーテン状に育つ植物はいろいろあるけれど、中でも
大きな葉が何重にも重なって育つヘチマは室内の温度を下げる効果も抜
群。日陰をたくさん作りたい人にお勧めだよ！
　また、ゴーヤやキュウリは、できた実を収穫して食べる楽しみもあっ
て一石二鳥だ！みんなも「緑のカーテン」を育ててみない？

▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

ごみブクロウの『エコな生活ホーホー』教えます！
（　方　　法　）
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カメラアイまちのイベ
ントを

写真で紹介

月
刊
ま
い
ス
ポ
新
聞

褒
章
・
大
臣
表
彰
受
賞
者

全
国
大
会
出
場
者
を
紹
介

文化・スポーツなど
の全国大会出場や大
会結果、大臣表彰者、
各クラブの活動など
を紹介するまいづる
スポーツ新聞（略し
て「まいスポ新聞」）
を発刊（H.K）。

☆
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会
（
７
月

27
日
～
29
日
、
鳥
取
県
）
内
谷
マ
ユ
ミ
（
竜

宮
町
）、
梅
垣
さ
ち
子
（
森
本
町
）、
國
松

律
子
（
行
永
）、
迫
田
佳
子
（
京
月
東
町
）、

中
村
泰
子
（
寺
内
）、
藤
原
明
子
（
高
野
由

里
）、
藤
村
さ
お
り
（
大
波
下
）

☆
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手

権
大
会
（
７
月
28
日
～
29
日
、
長
野
県
）

杉
谷
萌
々
香
（
城
南
中
３
年
）、
森
下
元
春

（
若
浦
中
２
年
）、
土
肥
瑞
季
（
若
浦
中
１

年
）、
春
永
弥
飛
（
余
内
小
４
年
）、
森
分

み
く
（
倉
梯
小
４
年
）、
林
実
結
（
朝
来
小

３
年
）

☆
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
７

月
29
日
～
８
月
６
日
、
新
潟
県
）

❖
陸
上
競
技
…
川
端
千
都
（
綾
部
高
２
年
、

若
浦
中
出
身
）、
吉
河
健
太
（
共
栄
高
２
年
、

城
北
中
出
身
）

❖
ボ
ー
ト
競
技
…
磯
田
彩
織
、
木
戸
口

真
理
絵
（
以
上
東
舞
鶴
高
３
年
）

❖
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
…
秋
山
英
輝
（
府

立
工
業
高
３
年
、
城
北
中
出
身
）

☆
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
（
８
月
２
日
～
５
日
、
島
根
県
）

梅
原
嵩
矢
（
明
倫
小
６
年
）

☆
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

大
会
卓
球
競
技
（
８
月
13
日
～
16
日
、
東

京
都
）
丸
山
珠
実
（
西
舞
鶴
高
１
年
）

☆
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳

競
技
大
会
（
８
月
25
日
～
30
日
、
東
京
都
）

高
瀬
浩
平
（
綾
部
高
２
年
、
白
糸
中
出
身
）、

越
後
智
行
（
城
南
中
３
年
）

▪
緑
綬
褒
状

舞
鶴
の
川
と
海
を
美
し
く
す
る
会
（
長
年

に
わ
た
る
清
掃
活
動
や
環
境
美
化
へ
の
普

及
・
啓
発
活
動
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
）

※
褒
章
と
は
、
社
会
や
公
共
の
福
祉
、
文

化
な
ど
に
貢
献
し
た
者
・
団
体
を
顕
彰
す

る
日
本
の
栄
典
。
緑
綬
褒
状
と
は
、
自
ら

進
ん
で
社
会
に
奉
仕
す
る
活
動
に
従
事
し

徳
行
顕
著
な
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

春
の
褒
章
を
受
章

春
の
褒
章
を
受
章

▪
環
境
大
臣
表
彰
（
地
域
環
境
美
化
功

績
者
）

ま
い
づ
る
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行

委
員
会
（
地
域
環
境
美
化
に
関
し
特
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
か
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
毎
年
行
っ
て
い
る
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
）

大
臣
表
彰
を
受
賞

大
臣
表
彰
を
受
賞

▲短冊を飾り付け

▲おつかいミッション。任務完了！

　７月２日（月）、引揚記念館で７日の七
夕を前にササ飾り付けイベント「星に願い
を」を開催。この催しは、平保育園の園児

や大浦小・若浦中学校の児童・生徒などが平和への願い
や将来の夢などを書いた短冊を飾り付けることで、同館
から平和のメッセージを発信するため実施したもの。当
日は平保育園の園児 30 人や NPO 法人「舞鶴・引揚語
りの会」の会員が参加し、用意されたササいっぱいに各々
の願いを込めて飾り付けました。

7/2

平和への願いを込めて

商店街でおつかい初体験

7/11
　東保育所と東乳児保育所の園児 18 人が
７月 11 日（水）、「はじめてのおつかい～
お買い物体験～」を実施。ふるさとを知る

保育の一環として、八島商店街で舞鶴産わかめや地場野
菜などを購入しました。
　無事に買い物を終えた園児は「緊張したけど、お店で
買い物ができて楽しかった」と話していました。
　翌日は、マナイ商店街で中保育所と西乳児保育所の園
児が買い物をしました。
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　７月１日（日）、海上保安学校で学園祭「五
森祭」が開かれました。市内外から約 1,000
人が訪れ、校内では制服ファッションショー

や学生音楽隊の演奏会、巡視艇の一般公開が行われたほ
か、学生らによる「幸せタクシー」が校内を走り来訪者
たちを楽しませていました。
　また、恒例のカッターレースでは熱戦が繰り広げられ
岸壁から声援が上がりました。

▲ただいま「幸せタクシー」に乗車中

　第 35 回舞鶴市消防団消防操法大会が７月１日（日）、海上
自衛隊舞鶴教育隊グラウンドで開催。市内の消防団 20 団体、
約 500 人の参加のもとポンプ車操法の部と小型ポンプ操法の

部で、日頃の訓練の成果を競いました。ポンプ車操法の部では神崎消防団、
小型ポンプ操法の部では西大浦消防団が優勝しました。
　神崎消防団は、８月５日（日）に京丹波町で行われる京都府消防操法大
会に出場します。

　６月 24 日（日）、志楽小
学校で「高専のロボットたち
がやって来る」が行われ、地

域の親子など約 50 人が参加しました。こ
の催しは、志楽ダイヤモンド協議会が地域
の活性化と舞鶴高専と地域住民との交流を
目的に実施したもので、今年で４回目。
　舞鶴高専の学生が全国高専ロボコンなど
で入選した人力車ロボット「鶴

かくしゃ

車」やダン
スロボット「鶴

か く れ ん ぼ

恋慕」などを持ち込み、動
き出したロボットを見て周りから歓声が上
がったほか、操作に真剣に取り組む参加者
らで会場は盛り上がりました。

01. 白い箱の変身にびっくり
02. 人力車、思ったよりも早かったよ
03. 操作に真剣

01. 真剣に取り組む団員　02. 競技前に
準備体操　03. 仲間に見守られながら
04. 京都府大会に出場する神崎消防団

7/1

6/24

7/1

「地域を守るために」　訓練の成果を発揮

志楽小にロボットが参上

海上保安学校　「五
いつもりさい

森祭」

03 0402

01

01

02

03
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※骨髄バンクドナー登録会を同時開催。

日 受付時間 会場

 12 日（日） ９時 30 分～ 11 時 30 分
12 時 30 分～ 15 時 30 分 

らぽーる西側広場
（400㍉㍑のみ）

 22 日（水） ９時 30 分～ 11 時 30 分
12 時 30 分～ 15 時 30 分

フクヤ白鳥店
（400㍉㍑のみ）

 23 日（木）　　午前：９時 30 分～ 12 時
　　午後：14 時～ 16 時

　　午前：市役所本館
　　午後：府漁連
　（いずれも 400㍉㍑のみ）

献血の日程

　８月～ 10 月、保健センターなどで結核・肺が
ん、胃がん、肝炎ウイルスの集団健診を実施しま

す。がんは日本人の死因第１位。２人に１人が一
生のうちに「がん」と診断されるといわれていま
す。がんを予防するには、生活習慣の見直し、定
期的にがん検診を受けることが大切です。定期検
診を受け、早期発見・早期治療に心掛けましょう。

がんなどの集団健診を実施

８月のカレンダー

種類 料金 検診内容 その他
結核・肺がん  100 円

（喀
かくたん

痰検査は別途 500 円） 胸部エックス線撮影 日程などは保健センターか市ホームページで。

胃がん 500 円 胃部エックス線撮影 事前に申し込みが必要。日程などは保健センターへ問い合わせを。

肝炎ウイルス 500 円 血液検査 ( Ｂ・Ｃ型 )

＜対象者＞
　①今年度 40 歳になる人
　② 41 歳以上で平成 14 ～ 23 年度に市の肝炎ウイルス検診を受けたことのない人
　　（過去の受診歴が分からない人は保健センターへ問い合わせを）

※ いずれも対象は 40 歳以上（昭和 48 年３月 31 日以前生まれ）

当番会社
　イズミテック㈱ （☎ 76・3451）

※ 19 時以降は市役所
（☎ 62・2300）または
西支所（☎ 75・2250）へ。

休日・夜間の水道修理

種　類 納期限
　市府民税

（２期）

８月 31 日（金）
　後期高齢者医療保険料

　国民健康保険料
（３期）

　介護保険料

納　　期

日 診療時間 当番病院
   ５日（日）

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
 12 日（日） 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
 19 日（日） 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
 26 日（日） 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

休日の小児科一次診療

※軽症などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平
日の診療時間内にかかりつけ医での受診を。

休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
   ４日（土） 開業医の診療終了後

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
   ５日（日） ９時から
 11 日（土） 開業医の診療終了後

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
 12 日（日） ９時から
 18 日（土） 開業医の診療終了後

舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
 19 日（日） ９時から
 25 日（土） 開業医の診療終了後

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
 26 日（日） ９時から

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。 日
収集 持ち込み 粗大ごみの

収集申込受付
※３

し尿の
収集可燃

ごみ
不燃
ごみ 清掃事務所 リサイクル

プラザ

 11 日（土） ○ 　○ ※１

平常どおり
（８時 30 分

～ 16 時）

平常どおり
（８時 30 分

～ 16 時）
※２

休 ※４

 12 日（日） 休 休 休 休

 13 日（月） ○ ○ ○ 休

 14 日（火） 休 休（振替） ○ 休

 15 日（水） 休 休（振替） ○ 休

 16 日（木） ○ ○ ○ 休

 17 日（金） ○ ○ ○ ○

 18 日（土） ○ 　○ ※１ 休 ※４

※１
※２

※３

※４

収集が第２火・第３水曜日の地域は 11 日（土）と 18 日（土）に収集。
土・日曜日の持ち込みは、事前に予約が必要。予約は平日の８時
30 分～ 16 時 30 分にリサイクルプラザ（☎ 64・7222）へ。
受付時間は、８時 30 分～ 16 時 30 分。専用電話（☎ 64・5953）へ。
収集は毎週木曜日。
舞鶴保健興業㈲が収集する地域は 11 日と 18 日も休業。

お盆のごみ・し尿の収集

　人口　　87,162 人   （ ‐ 112）
　　男　　43,608 人 　 （ ‐ 65）
　　女　　43,554 人　  （ ‐ 47）
　世帯　　35,332 世帯  （ ‐ 29）

※平成24年７月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数
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　近年 20 ～ 30 代の若年者の子宮頸部のが
んが増えています。初期段階ではほとんど症
状がなく、早期発見・早期治療すれば、ほぼ
100％治癒するといわれています。この機会に
受診し、自身の健康管理にお役立てください。
※２年に１回の検診のため、23 年度に受診し
た人は受診できません。

【実施期間】　来年１月 31 日（木）まで
【場所】　市内の実施医療機関
【内容】　問診・視診・子宮頸部の細胞診と内診
【対象】　20 歳以上の女性（平成５年３月 31
日以前生まれ）

【料金】　700 円
【申し込み方法】　電話で保健センターへ。

個別接種＝市内の協力医療機関
❖乳幼児（ＢＣＧ、三種混合１期、麻しん風しん１
期・２期、日本脳炎１期）
❖児童（三種混合２期、日本脳炎２期）
❖生徒（麻しん風しん３期・４期）
　いずれも該当者には案内済み。対象などは保健セ
ンターか市ホームページでご確認を。転入や紛失な
どで予診票をお持ちでない人は、保健センターへご
連絡ください。

歯っぴースマイル教室（２歳児むし歯予
防教室）
　９日（木）９時～ 11 時 15 分。歯の話や歯科健診、
フッ素塗布。
❖２歳６か月児（平成 21 年 9 月 12 日～ 22
年 2 月 19 日生まれ）…先着 20 人
❖２歳児（平成 22 年 3 月 11 日～ 8 月 31 日
生まれ）…先着 30 人
　いずれも参加料 300 円。各１回のみ参加可。
　申し込みは、２日（木）から電話で。

健やか育児相談
　20 日（月）９時 30 分～ 11 時。育児の悩みや歯・
食事の相談、身体計測など。対象は乳幼児の保護者。
無料。申し込み不要。

乳幼児健診
　対象は３か月 ･10 か月 ･ １歳６か月 ･ ３歳児。
該当者には通知。対象や日程の確認は保健センター
か市ホームページで。

　会場名の記載がない催しは保健センターで開催します。申し込みは、特に指定が
ない場合は同センターへご連絡を。協力医療機関についてのお問い合わせも同セン
ターへお願いします。

　臨床心理士が相談に応じる「心の健康相談
室」を月１回開設しています。
　子育ての悩みや人間関係、仕事からくるスト
レスについて、誰でも気軽に相談していただけ
ます。ひとりで悩まず気軽にご利用ください。
　８月の実施日は次のとおり。

【日時】　８月 27 日（月）11 時～ 15 時 45 分
【場所】　中総合会館
【定員】　先着３人
【料金】　無料
【申し込み方法】　８月２日（木）～ 24 日（金）
に電話で保健センターへ。

８月の
保健センターのお知らせ

子宮がん検診の受診を

（☎ 65・0065、ＦＡＸ 62・0551）

心の健康相談室を開設中

◎ 健 康 診 査

◎ 予 防 接 種

◎ 教 室 ・ 相 談
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▪
再
生
品
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展
示
・
申
し
込
み

●
８
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31
日
㈮
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（
８
時
30
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16
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分
）
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日
㈰
（
13
時
～
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時
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１
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選
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▪
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休
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●
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時
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再
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。

●
小
学
生
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そ
の
保
護
者
●
先
着
８
組

●
８
月
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日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

●
８
月
１
日
㈬
～
９
月
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日
㈷
９
時
～
17
時

●
郷
土
資
料
館

●
田
辺
籠
城
図
や
田
辺
城
図
、
藩
主
印
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ほ
か
発
掘
調
査
で
の
出
土
品
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を
展
示
。

●
同
館
（
☎
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・
８
８
３
６
）

event
●
７
月
26
日
か
ら
９
時
～
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時

●
市
政
記
念
館

●
舞
鶴
市
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身
で
１
９
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の
ロ
サ
ン

ゼ
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五
輪
競
泳
に
出
場
し
た
松
澤
初
穂

さ
ん
を
写
真
な
ど
で
紹
介
。

●
同
館
（
☎
66
・
１
０
９
６
）

松
澤
初
穂
選
手
を
紹
介

時時時 場問問

▪
み
ず
な
ぎ
学
園 

利
用
者
作
品
展

●
８
月
16
日
㈭
～
31
日
㈮
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時
～
16
時

●
陶
芸
や
布
製
品
20
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を
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。

〈
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●
サ
ロ
ン
「
ぽ
―
れ
ぽ
ー
れ
」（
身
障
セ

ン
タ
ー
内
）

催
し

ス
ポ
ー
ツ

保
健
・
福
祉

子
育
て

暮
ら
し

募
集

ま
ち
の
話
題

【15㌻のクイズの答え】平成23年度にリサイクルプラザへ直接搬入した車両が一番多かった日の台数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（５月２日）

リ
サ
イ
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ル
プ
ラ
ザ

（
☎
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・
７
２
２
２
）

和
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く
る
み
絵
教
室
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９
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７
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11
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16
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６
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円
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月
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定

申問

内内内

Ｈ
Ａ
ッ
ス
ル
夏
祭
り

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
ｉ
ｎ
城
南

●
８
月
５
日
㈰
15
時
～
20
時

●
城
南
会
館

●
東
日
本
大
震
災
復
興
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
や
模
擬
店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

●
城
南
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
み
ず
な

ぎ
学
園
と
の
共
催

●
同
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

時場内問 他

●
９
月
４
日
～
25
日
の
毎
週
火
・
金
曜
日
、

19
時
～
21
時
●
前
島
み
な
と
公
園

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
社
会
人
で
初
心
者

●
先
着
30
人
●
３
，
０
０
０
円

●
８
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
公
園
管

理
棟
（
☎
63
・
８
９
６
３
）
へ
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

時

場

対定

料

申

▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載なし

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
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催
し

ス
ポ
ー
ツ

保
健
・
福
祉

子
育
て

暮
ら
し

募
集

ま
ち
の
話
題

聞
こ
え
の
相
談
会

●
８
月
23
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
難
聴
者
●
先
着
５
人

●
８
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３ 

市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
助
成

●
助
成
額
は
事
業
内
容
に
よ
り
決
定
（
限
度
額

５
万
円
）
●
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、
定
期

的
な
戸
別
訪
問
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
な
ど
見
守
り
活
動
の
強
化
・
充
実
を
図

る
団
体
●
実
施
期
間
は
来
年
３
月
31
日
㈰

ま
で
●
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
付
け
）
で
。

●
同
協
議
会
（
☎
62
・
７
０
４
４
）

介
護
職
員
基
礎
研
修

●
10
月
２
日
㈫
～
来
年
３
月
29
日
㈮
の
平

日
●
❖
中
丹
地
区
…
エ
ー
ス
ビ
ル
（
福
知

山
市
）
な
ど
❖
丹
後
地
区
…
丹
後
勤
労
者

福
祉
会
館
（
京
丹
後
市
）
な
ど

●
座
学
と
実
習
な
ど
●
中
丹
・
丹
後
地
域

で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
人
●
各
25
人
（
選
考
試
験
あ
り
）

●
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
必
要

●
８
月
２
日
㈭
～
９
月
３
日
㈪
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
舞
鶴
（
☎
75
・
８
６
０
９
）
に
相
談
。

●
府
立
福
知
山
高
等
技
術
専
門
校
（
☎
０

７
７
３
・
27
・
９
０
２
２
）

親
子
ヨ
ガ

●
８
月
22
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
城
南
会
館
●
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
●
先
着
20
組

●
２
５
０
円
（
託
児
代
が
別
途
必
要
）

●
８
月
２
日
㈭
か
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３
３
３
）
へ
。

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

●
９
月
４
日
㈫
・
20
日
㈭
・
26
日
㈬
10
時

～
11
時
30
分
●
中
総
合
会
館

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
３
Ｂ
体
操
、
保

護
者
同
士
の
交
流
な
ど

●
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
15
組
（
第
１
子
優
先
）

●
８
月
２
日
㈭
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

定

料

料

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
●
面
接
・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

・

第
２
木
曜
日
が
城
南
会
館
、
第
３
木
曜

日
が
南
公
民
館
。
９
時
～
12
時
●
面
接
相
談

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
同
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

人
権
相
談

▪
電
話
相
談

●
８
月
２
日
㈭
と
９
日
㈭
10
時
～
16
時

●
子
育
て
や
家
庭
内
で
の
暴
力
、
介

護
、
人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
。
専
用
電
話

（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
相
談

●
８
月
22
日
㈬
11
時
～
16
時
●
就
職
や
起

業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す
る
相
談
、
情
報

提
供
な
ど
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

応
じ
る
●
先
着
４
人
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
８
月
８
日
㈬
～
前
日
に
電
話
で
人
権
啓

発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
８
月
28
日
㈫
13
時
～
15
時
●
看
護
師
・

助
産
師
が
応
じ
る
●
先
着
２
人

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
８
月
14
日
㈫
～
前
日
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉
●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
女
性
無
料
相
談

　今年も「舞鶴観光特選みやげ品推奨制度」の
推奨品を募集します。９月中旬に開催予定の推
奨委員会で審査・認定。推奨期間は３年間。

【推奨基準】　❖独創性とこだわりがある❖安
心・安全に配慮している❖次の①～③のいずれ
かに該当…①舞鶴の自然や文化、産業、伝統を
守り育んでいる②舞鶴が連想される取り組みや
物語性がある③舞鶴ならではの素材や製法など
を使う

【申請方法】　８月 31 日（金）までに所定の用
紙（まいづる観光ステーション、観光商業課、
西支所、加佐分室などに備え付け。観光協会ホ
ームページ（http://www.maizuru-kanko.net）
からダウンロード可）で。

【申請料】　１品につき申請料 4,000 円（同協
会会員は半額）

【登録料】　１品につき初回 16,000 円、更新
8,000 円（同協会会員は半額）
▶詳しくは、観光協会（☎ 75・8600）へ。

観光特選みやげ
　　推奨品を募集 ▲推奨ラベル

他

時場内対申時
場

内内

対

申

申

時場

対

定

定

申申 定 対

対

対

内

場

時時場

内

時

場

内

内問

時内時

内

定

問問

他

時 申

内

定

他申

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
２
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分
●
市
役

所
本
館
●
多
重
債
務
や
登
記
、
相
続
な
ど

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
７
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
中
央
公

民
館
●
市
職
員
と
行
政
相
談
員
が
応
じ
る

▪
市
民
法
律
相
談

●
17
日
㈮
13
時
か
ら
●
西
総
合
会
館
●
弁
護

士
が
応
じ
る
●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
15
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
公
証
相
談

●
21
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
市
役

所
本
館
●
遺
言
や
契
約
書
の
作
成
な
ど

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談
会

●
21
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
市
役
所

本
館
●
土
地
の
分
筆
、
合
筆
、
境
界
問
題
や

家
屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
、
分
割
な
ど

８
月
の
市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

時

場

時

場

内

時

場

内

定

時

場

内

時

場

内

申

内
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催
し

ス
ポ
ー
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保
健
・
福
祉

子
育
て

暮
ら
し

募
集

ま
ち
の
話
題

海
上
保
安
学
校
・

海
上
保
安
大
学
校
生

▪
海
上
保
安
学
校
（
来
年
４
月
入
校
）

●
４
月
１
日
現
在
で
高
校
か
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
後
５
年
以
内
の
人
お
よ
び
来
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
１
次
試
験
は
９
月
30
日
㈰

●
約
１
９
０
人

●
８
月
７
日
㈫
ま
で
。

▪
海
上
保
安
大
学
校
（
来
年
４
月
入
校
）

●
４
月
１
日
現
在
で
高
校
か
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
後
２
年
以
内
の
人
お
よ
び
来
年

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
１
次
試
験
は
11
月
３
日
㈯
と
４
日
㈰

●
約
45
人

●
８
月
30
日
㈭
～
９
月
11
日
㈫

●
舞
鶴
海
上
保
安
部
（
☎
76
・
４
１
２
０
）

京
都
府
警
察
官
・
警
察
事
務
職
員

▪
警
察
官
（
来
年
４
月
採
用
）

●
❖
Ａ
…
大
学
を
卒
業
し
た
か
来
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
❖
Ｂ
…
来
年
３

月
ま
で
に
高
校
を
卒
業
見
込
み
の
人
❖
Ｃ

…
Ａ
・
Ｂ
に
該
当
し
な
い
人

●
い
ず
れ
も
１
次
試
験
は
９
月
16
日
㈰

●
８
月
17
日
㈮
ま
で
。

▪
警
察
事
務
職
員
（
来
年
４
月
採
用
）

　

❖
Ａ
…
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
か
来
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
❖
Ｂ
…
平
成
元
年
～

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
Ａ
に
該
当
し
な

い
人

●
い
ず
れ
も
１
次
試
験
は
９
月
23
日
㈰

●
８
月
10
日
㈮
～
29
日
㈬

●
舞
鶴
警
察
署
（
☎
75
・
０
１
１
０
）

●
８
月
２
日
・
９
日
・
23
日
の
木
曜
日
、

11
時
～
15
時
30
分

●
も
く
も
く
ハ
ウ
ス
（
万
願
寺
）

●
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
食
事
・
移
動
介

助
の
体
験
●
高
校
生
以
上
●
先
着
各
２
人

●
も
く
よ
う
会
の
長
水
さ
ん
（
☎
75
・
６

９
２
４
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
日
体
験
講
座

●
８
月
４
日
㈯
16
時
～
20
時
●
ま
い
づ
る
作

業
所
前
広
場
●
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
や
模
擬

店
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
。
先
着
50
人
に

ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く
厨
子
王
を
進
呈
●
当
日

準
備
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

●
同
作
業
所
（
☎
68
・
０
６
０
０
）

作
業
所
ま
つ
り
in
平

自
衛
官
な
ど

▪
航
空
学
生
（
来
春
採
用
）

●
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
～
20
歳

▪
一
般
曹
候
補
生
（
来
春
採
用
）

●
18
～
26
歳

▪
自
衛
官
候
補
生
男
子
・
女
子
（
来
春
採

用
予
定
）

●
18
～
26
歳

〈
共
通
〉

●
９
月
７
日
㈮
ま
で
（
自
衛
官
候
補
生
男
子

は
常
時
）。
試
験
日
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
を
。

●
自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所
（
☎
63
・
３

２
７
２
）

対対対申問申 対対 定

問 申申

申

対対

時場内

対

定

定

問

問

時

場

内

他

問

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
８
月
21
日
㈫
18
時
～
21
時

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
８
月
28
日
㈫
18
時
～
21
時

〈
共
通
〉

●
呼
吸
が
な
く
な
っ
た
傷
病
者
に
対
し
て

行
う
「
心
肺
蘇
生
法
」
や
出
血
時
の
「
止

血
法
」
な
ど
を
学
ぶ

●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
各

消
防
署
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

時時定申

　今から 67 年前の８月６日に広島市、９日に
は長崎市に原子爆弾が投下され、一瞬にして多
くの尊い人命が失われました。また、８月 15
日は第二次世界大戦が終結した日です。
　市では、戦後 13 年にわたって海外からの引
き揚げに大きく関わり、昭和 45 年には引揚記
念公園を、また同 63 年には引揚記念館を建設
し、戦争による悲劇を繰り返さないよう、平和
への願いを発信し続けています。
　私たちも犠牲者の冥福と全世界の恒久平和を
祈り、誓いを新たにするため、次の日時に黙と
うを捧げましょう。

【原爆投下の日】❖広島市…８月６日（月）８
時 15 分❖長崎市…８月９日（木）11 時２分

【終戦記念日】８月 15 日（水）正午

黙とうを捧げましょう
～原爆投下の日・終戦記念日～

●
８
月
22
日
㈬
14
時
～
16
時

●
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

●
自
己
分
析
や
目
に
と
ま
る
履
歴
書
の
書

き
方
、
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
な
ど

●
求
職
者

●
先
着
12
人

●
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）
へ
。

就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

時場内対定申 ●
８
月
20
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

●
中
丹
広
域
振
興
局

●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
先
着
10
人

●
８
月
17
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振
興

局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

府
民
無
料
法
律
相
談

時定 場内内 申

他

他 他

他

広報まいづる７月16日号の４㌻「まちの話題」の記事「親子で遊ぼう体操教室」において誤りがありまし
た。❖のびのびクラブの足立さん…誤）（☎ 090・4272・8489） → 正）（☎ 090・4274・8489）お詫び

❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東・西図書館…毎週月曜
日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日（土・日・月曜日の場合は火曜日）❖田辺城資料館、郷土資料館
…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜日（祝日
の場合はその翌日）❖大庄屋上野家…毎週水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日
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●
８
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭
・
24
日
㈮
10
時

～
12
時
30
分

●
高
橋
ビ
ル
（
森
町
）

●
思
い
出
の
写
真
を
か
わ
い
く
ス
ク
ラ
ッ

プ
す
る

●
小
学
４
年
生
以
上

●
先
着
各
５
人

●
８
０
０
円

●
８
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
舞
鶴
文
化

教
育
財
団
（
☎
62
・
０
５
７
７
）
へ
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ

催
し

ス
ポ
ー
ツ

保
健
・
福
祉

子
育
て

暮
ら
し

募
集

ま
ち
の
話
題

　小橋地区の海岸で。地
元の 10～ 14歳の子ども
たちが、竹やわらで作っ
た長さ約５㍍の精霊船に
供え物を積み、浜から海
に送り出す。11時ごろ。
【府登録文化財】

　伊佐津川河口の大和橋
付近で。川に入り、高さ
約18㍍の万灯籠に火を付
けて回転させる。江戸時
代中期、クラゲが大量発
生した際に、海神の怒り
を鎮めるため始まったと
される。見ごろは 20 時
ごろ。【府登録文化財】

　８月14日～ 16日、各地区で恒例の伝統行事
が催されます。古くから受け継がれてきた催し
に、ぜひ足を運んでみてください。
※写真はいずれも昨年の様子。

小橋の精
しょうらいぶね

霊船行事

夏
の
ワ
ク
ワ
ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

赤
パ
で
遊
ぼ
う
！

●
８
月
22
日
～
11
月
21
日
の
水
曜
日
に
計

８
回
、
19
時
～
21
時

●
陶
芸
館

●
手
び
ね
り
教
室
修
了
者
か
同
程
度
の
作

陶
経
験
者

●
高
井
晴
美
さ
ん

●
20
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
５
，
０
０
０
円
（
土
代
が
別
途
必
要
）

●
８
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

64
・
３
２
６
３
）
へ
。

夜
間
手
び
ね
り
自
由
作
陶
教
室

●
８
月
７
日
㈫
10
時
～
11
時
30
分

●
ま
い
づ
る
智
恵
蔵

●
国
語
教
員
の
和
田
始
子
さ
ん

●
幼
児
や
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
電
話
で
京
都
生
協
（
☎
０
１
２
０
・
０

７
５
・
２
６
２
）
へ
。

季
語
か
る
た
で
遊
ぼ
う

　城屋地区の雨引神社
で。高さ約16㍍の大松明
に、小松明を投げて火を
付ける。400 年以上昔の
大蛇退治伝説に由来する
とされ、雨ごいと稲の豊
作を祈願。見ごろは 22
時ごろ。
【府登録・市指定文化財】

城屋の揚
あげたいまつ

松明 吉原の万
ま ん ど ろ

灯籠

時対▪
江
戸
時
代
の
う
ち
わ
を
作
ろ
う

●
８
月
19
日
㈰
10
時
～
12
時
30
分

●
赤
れ
ん
が
工
房

●
専
用
の
浮
世
絵
な
ど
を
使
っ
て
昔
な
が

ら
の
う
ち
わ
を
作
る

●
中
学
生
以
下
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

●
先
着
15
人
（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

●
５
０
０
円

●
８
月
15
日
㈬
ま
で
。

▪
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
探
検
隊

●
８
月
25
日
㈯
10
時
～
12
時

●
赤
れ
ん
が
工
房

●
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
内
を
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

ー
で
回
り
な
が
ら
謎
解
き
探
検
。

●
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
10
組

●
３
０
０
円

●
８
月
15
日
㈬
ま
で
。

〈
共
通
〉

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
窓
口
で
ま
い
づ
る

智
恵
蔵
（
☎
66
・
１
０
３
５
、
ＦＡＸ
62
・
９

６
０
０
）
へ
。

時

定

定時

対

対申

申

料

料

場 場 場申

申時場内対定料申時場内講定料申

他

8/14（火）

8/15（水）

8/16（木）

内

内

お盆の伝統行事を紹介
夏の風物詩

●
８
月
５
日
㈰
11
時
～
20
時
30
分

●
赤
れ
ん
が
工
房
、
赤
れ
ん
が
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

●
ジ
ャ
ズ
（
１
，
５
０
０
円
。
当
日
５
０

０
円
増
し
）
や
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ス
タ
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

●
市
政
記
念
館
（
☎
66
・
１
０
９
６
）

赤
れ
ん
が
Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
＋

プ
ラ
ス

時場内問講



　

近
年
、
外
国
籍
市
民
が
増
加
す
る
な
ど
幅
広
い
人
々
の
交
流
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
活
動
を
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
舞

鶴
国
際
交
流
協
会
理
事
長
の
大
村
祥
介
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

で
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
交
流
を
は

じ
め
、
在
住
外
国
籍
市
民
へ
の
生
活
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心

し
て
日
本
語
を
学
べ
る
機
会
や
中
国
残
留
帰

国
邦
人
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
や
日
本
人
と
外
国

人
が
お
互
い
を
理
解
す
る
た
め
の
交
流
会
や

生
活
相
談
な
ど
、
多
く
の
人
に
さ
ま
ざ
ま
な

広
報

ま
い

づ
る

８
月

１
日

号
発

行
・

舞
鶴

市
（

〒
625-8555 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1044、
☎

62・
2300）

編
集

・
広

報
広

聴
課

（
☎

66・
1041、

ＦＡＸ
62・

7951）
印

刷
・

㈲
み

ど
り

印
刷

〈
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
〉

http://w
w

w
.city.m

aizuru.kyoto.jp/
舞

鶴
市

役
所

へ
の

郵
便

物
は

、
市

役
所

専
用

の
郵

便
番

号
（

〒
625-8555）

と
担

当
課

名
で

届
き

ま
す

。

◀携帯サ

イトはこ

ちらから
maizuru

　
皆
さ
ん
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
か
？

舞
鶴
か
ら
も
「
友
情
の
メ
ダ

ル
」
で
有
名
な
棒
高
跳
の
大
江

季
雄
選
手
や
北
京
五
輪
に
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
出
場
さ

れ
た
齋
藤
里
香
選
手
が
お
ら
れ

ま
す
が
、
１
９
３
２
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

五
輪
に
競
泳
で
出
場
さ
れ
た
松
澤
初
穂
選

手
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
市

政
記
念
館
で
当
時
の
写
真
や
子
ど
も
た
ち

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
展
示
中
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
熱
く
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た

体
を
市
政
記
念
館
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
（
り
ょ
う
じ
）。

　
先
月
か
ら
Ａ
４
判
冊
子
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

国
際
交
流
活
動
の
機
会
を
創
出
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
風
俗
習
慣
や
国
情
の
違
い
か
ら
起

こ
り
が
ち
な
誤
解
や
偏
見
を
取
り
除
い
て
、

市
民
対
市
民
の
立
場
か
ら
理
解
し
合
い
、
友

好
を
深
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
友
好
都
市
交
流

の
根
幹
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
中
国
・
大
連
市
と
友
好
都
市
を

提
携
し
て
30
周
年
、
日
中
国
交
正
常
化
40

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し

た
。
７
月
末
に
は
、「
日
中
友
好
の
翼
」
市

民
訪
問
団
を
結
成
し
、
多
く
の
市
民
が
大
連

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。　

こ
れ
か
ら
も
舞
鶴

ら
し
い
国
際
交
流
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
舞
鶴
国
際
交
流
協
会
理
事
長　

                                           

大
村
祥
介 

さ
ん

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
舞
鶴
国
際
交
流
協

会
を
ご
存
知
で
す
か
。
市
民
が
主

体
と
な
っ
て
、
企
業
、
行
政
、
高

等
教
育
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
国
際
社
会
を
担
う
人
材
の
育

成
、
国
際
交
流
機
会
の
提
供
、
国

際
交
流
活
動
の
支
援
を
通
じ
て
、

よ
り
良
い
市
民
社
会
の
形
成
を
目

指
し
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は
約
１
２
０
人

②

国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

 高浜町の海水浴場は、今年で開
設 100 周年！
　高浜では今「浜ベキュー」と
いって、海風とともに若狭産の
新鮮魚介や野菜を炭火で焼いて
まるかじりする「おいしい楽し
いバーベキュー」を売り出し中。
　若狭和田海岸には、新たなバー

ベキュー場「はまなす BBQ パーク」もオープン。
　皆さんのお越しをお待ちしています！
▶詳しくは、若狭高浜観光協会（☎ 0770・72・
0338、http://www.wakasa-takahama.jp/）へ。

高浜町木“杜仲茶”摘み体験＆ BBQ
【日時】８月 29 日（水） ９時 30 分～ 13 時 30 分 
【定員】15 人程度
【参加費】1,200 円（小学生以下 600 円）
【申し込み方法】８月 16 日（木）までに電話で高浜
町まちづくり課（☎ 0770・72・7705）へ。

ル
し
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

号
を
重
ね
る
ご
と
に
、
よ
り
良
い
広
報
紙

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
こ
ん

な
記
事
を
載
せ
て
ほ
し
い
」「
こ
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
よ
」「
ま
い
づ
る
元
気
人

候
補
を
紹
介
す
る
」
な
ど
、
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
（
し
ん
や
）。

　
小
さ
い
虫
が
大
発
生
し
て
い
ま
す
！
先

日
、
そ
の
虫
が
鼻
や
口
に
入
っ
て
き
て
大

変
で
し
た
。
新
聞
で
は
ヨ
コ
バ
イ
の
大
量

発
生
で
駆
除
方
法
は
無
い
と
の
こ
と
。
最

近
大
雨
や
竜
巻
な
ど
何
か
と
異
常
な
こ
と

が
起
こ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
こ
の
異

常
を
熱
い
気
持
ち
で
吹
き
飛
し
て
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
（
ひ
ろ
き
）。

▲近隣市町の広報紙面を交換し、互いの情報を広範囲にお知らせす
る企画。高浜町の広報紙８月号には舞鶴市の情報が掲載されます。

高浜町からのお知らせ

浜
はま

べキュー


